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ClearQuestデータベースデータベースデータベースデータベースのののの移動移動移動移動

IBM Rational ClearQuestのデータベースに関する作業は、時に長いプロセスになります。この
モジュールでは、ClearQuestデータベースを新しいロケーションに移動する方法をステップバイ
ステップで説明します。移動は､同じデータベース製品､ または別のデータベース製品へのどちら
でも可能です。
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�モジュールの内容

�移動のオプション

�オプション選択の検討

�データベース移動の準備

�各オプションの詳細手順の説明

�このモジュールで習得できること

�ClearQuestデータベースセット (dbset)の移動, たとえば,
スキーマリポジトリとその関連ユーザーデータベースの移動
方法

モジュールモジュールモジュールモジュール目的目的目的目的

データベースを移動するためには、データベース製品の情報にしたがって、新しい空の
ClearQuestデータベースを作成するか、または、データベース製品のツールを使用して、データ
ベースのバックアップをリストアをするかの、いづれかの作業が必要になります。このモジュール
では、データベース製品の管理の経験、また、空のClearQuestデータベース作成の経験がある
ことを前提としています。ClearQuestの管理ツール、メンテナンスツール、デザイナーに慣れ親し
んでいることも前提としています。最後に、ClearQuestコマンドラインツール installutil の使用
の経験があることも前提としています。

ClearQuestでは、スキーマリポジトリとユーザーデータベースの 2種類のデータベースがありま
す。スキーマリポジトリは、ひとつ、または、複数の関連したユーザーデータベースを持つことが
できます。このモジュールでは、スキーマリポジトリとひとつのユーザーデータベースから成る
データベースを移動する方法を説明します。しかし、このモジュールでの手順は、単一データ
ベースを移動する際にも使用できます。
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データベースの移動の２つの方法：

1. メンテナンスツールとデザイナーにて提供され
る移動ツール

2. データベース製品のバックアップとリストア
ユーティリティー

ClearQuest – 移動移動移動移動

データベースの移動には２つの方法があります。最初の方法はClearQuest移動ツールを使用
する方法です。このツールは、元のデータベースにログインして、スキーマ、データ、そして、
インデックスを引き出し、新しいデータベースロケーションへコピーします。この方法で、デー
タベース製品の変更もできます。

2つ目の方法は、データベース製品で提供されているバックアップとリストアユーティリティーを使
用する方法です。それから、ClearQuestを使用して新しいデータベースへの接続を作成しま
す。データベースのサイズによっては、より効率的な方法となるでしょう。
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ClearQuest – 移動移動移動移動ツールツールツールツールのののの方法方法方法方法１１１１

スキーマリポジトリ ユーザーデータベース

メンテナンス
ツール

Designer

新元 元 新

最初の方法として、移動ツールを使用する場合の方法を示します。

このツールは、元のデータベースにログインし、スキーマ、データ、そして、インデックスを、新し
いデータベースロケーションへコピーします。移動中はデータベースがロックされることに注意し
てください。

スキーマリポジトリの処理にはメンテナンスツールが、ユーザーデータベースの処理にはデザイ
ナーが使用されますので、移動の際にもデータベースのタイプに合わせて、それぞれの管理
ツールを使用します。
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ClearQuest – 移動移動移動移動ツールツールツールツールのののの方法方法方法方法２２２２

新

メンテナンス
ツール

元 元 新

Designer

バックアップとリストア バックアップとリストア

管理ツール
クライアントにて
接続情報を更新

2つ目の方法を示します。

元のデータベースをバックアップし、新しいロケーションでリストアします。接続情報は、それぞれ
のツールで更新します。
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移動移動移動移動ツールツールツールツール: 詳細手順詳細手順詳細手順詳細手順 – スキーマリポジトリスキーマリポジトリスキーマリポジトリスキーマリポジトリ

現行(元）のス
キーマリポジトリ
デｰタベースを
選択する

まず、ClearQuest移動ツールでの、データベースセットの移動を行ってみます。このあと、2つ目
の方法の説明をしますので、その方法を選ぶ場合は、１つ目の方法に関するスライドを飛ば
しても構いません。

データベースベンダの説明にしたがって、新しい空のデータベースを２つ作成します。もし、１つ
のデータベースのみを移動する場合、新しいデータベースは１つだけ作成します。この説明
では、データベースセットを移動することを前提とします。

スキーマリポジトリとユーザーデータベースのデータベースセットをバックアップします。続いて、
すべてのClearQuestユーザーがログアウトしていて、新規ログオンができない状態であるこ
とを確認します。

メンテナンスツールを開き、現行（元）のスキーマリポジトリを選択します。

スキーマリポジトリスキーマリポジトリスキーマリポジトリスキーマリポジトリ ＞＞＞＞ 移動移動移動移動 を選択します。

ここに示す例では、現行データベースセットは、 “Connection1”の接続名となります。
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管理者管理者管理者管理者のののの承認承認承認承認

ClearQuestの管
理者のユーザー
名とパスワードを

入力

ClearQuestの管理者（スーパーユーザー）のユーザー名とパスワードを入力します。そして、次次次次
へへへへ をクリックします。
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新新新新しいしいしいしいロケーションロケーションロケーションロケーションのののの接続接続接続接続プロパティプロパティプロパティプロパティ入力入力入力入力

新規（タｰゲット）
デｰタベースの接続
プロパティを入力

新規（ターゲット）データベースの接続プロパティを入力します。これは、新しいスキーマリポジトリ
として、最初のステップで作成した空のデータベースのプロパティです。

完了完了完了完了 をクリックします。
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ClearQuest 移動移動移動移動ログログログログ状態状態状態状態

ステータス
ウィンドウ
を確認

移動プロセスを実行すると、ClearQuestは、移動を開始し、その処理ごとにその内容をステータ
スウィンドウに出力します。 “スキーマリポジトリの再配置に成功しました…” というメッセージと､
ログファイルの場所を示すメッセージが表示されると完了です。

完了完了完了完了ボタンをクリックすると、選択した接続には、新しいロケーションの接続プロパティーが登録
されています。
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一般的一般的一般的一般的ななななエラーエラーエラーエラー

� ClearQuestから新しいデータベースへ接続できない

� 失敗の後、データベースがロックされている

************************************************************************
ログ：例
*************************************************************************

� マスター データベースのデータ コード ページ サポートを確認しています; 932 (Japanese (Shift-JIS)) 文字セッ
ト。MS_ACCESS リポジトリ "C:\cq\schemarepo\schemaA.mdb" を MS_ACCESS リポジトリ
"C:\cq\schemarepo\schemaB.mdb" に移動しています。指定先の位置を検証中...

� 指定先へコピーしています...

� 指定先にログオンしています...

� 指定先のスキーマ リポジトリの説明情報をパッチしています...

� スキーマ リポジトリを再配置しています...

� スキーマ リポジトリの再配置に成功しました...

� MS_ACCESS リポジトリ "C:\cq\schemarepo\schemaA.mdb" を MS_ACCESS リポジトリ
"C:\cq\schemarepo\schemaB.mdb" に移動しました。

� 注意 : 完全な実行ログが参照用に C:\DOCUME~1\ADMINI~1\LOCALS~1\Temp\cqdbsetup_status_20080701_1742_35.txt
に保存されました。

一般的なエラーは、 ClearQuestから新しいデータベースロケーションに接続できない、または、
データベースがロックされていることなどです。

もし、何かの理由で、移動が失敗した場合、現行のデータベースは、アンロックされます。もし、
失敗のあとも、データベースがまだロックされている場合は、ClearQuestコマンドラインツール
installutil のファンクション unlockschemarepo を使用してデータベースをアンロックできます。
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移動移動移動移動ツールツールツールツール – ユーザデータベースユーザデータベースユーザデータベースユーザデータベース: designer ににににログオンログオンログオンログオン

ユｰザｰデｰタ
ベースに関連し
た接続を選択

次は、関連づけられているユーザーデータベースを移動します。

同じ接続を使用して、Designerにログオンします。通常のログオンのように、ClearQuestの管理
者ユーザー名とパスワードを入力します。

次次次次へへへへ をクリックします。

スキーマを開く ダイアログボックスが表示された場合には、キャンセルをクリックします。
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移動移動移動移動コマンドコマンドコマンドコマンドのののの選択選択選択選択

メニューからデータベースデータベースデータベースデータベース＞＞＞＞ユーザーデータベースユーザーデータベースユーザーデータベースユーザーデータベースのののの移動移動移動移動 を選択します。
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移動移動移動移動するするするするユーザデータベースユーザデータベースユーザデータベースユーザデータベースをををを選択選択選択選択

移動するユｰザｰ
デｰタベースを選

択する

移動するユーザーデータベースを選択します。この例では、一つのユーザーデータベースのみ
がこのスキーマリポジトリに関連しています。もし、複数のユーザーデータベースを移動する
場合、各ユーザーデータベースの移動のステップを繰り返す必要があります。

そして、プロパティープロパティープロパティープロパティー ボタンを選択します。
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接続接続接続接続プロパティプロパティプロパティプロパティのののの更新更新更新更新

現行の接続プロパティが、変更できる状態で表示されます。

新しい接続プロパティを入力します。新しいユーザデータベースのロケーションとして、最初のス
テップで作成した空のデータベースのプロパティーを入力します。

移動移動移動移動ボタンをクリックします。
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ClearQuest 移動移動移動移動ののののログログログログステータスステータスステータスステータス

ClearQuestは移動を開始し、処理中にその過程ごとのログをステータスウィンドウに出力します。
“データベースの移動が正常に終了しました。”のメッセージで完了します。ステータスウィンドウ
の出力ログはファイルに保存することもできます。

スキーマリポジトリと同様に、移動中にデータベースがロックされます。なんらかの理由で、移動
が失敗した場合、現行のデータベースは、アンロックされます。失敗のあとも、データベースがま
だロックされている場合は、ClearQuestコマンドラインツール installutil のファンクション
unlockuserdb を使用してデータベースをアンロックできます。

エラーが発生した場合には、さらに原因調査するために、そのログをコピーし、保存することが重
要となります。
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デデデデｰーーータベタベタベタベｰーーースススス接続接続接続接続プロパティプロパティプロパティプロパティのののの更新更新更新更新

ClearQuestから、接続情報が更新されたとのメッセージが表示されます。
OK ボタンをクリックします。
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他他他他ののののユユユユｰーーーザデザデザデザデｰーーータベタベタベタベｰーーーススススのののの移動移動移動移動、、、、またはまたはまたはまたは、、、、キャンセルキャンセルキャンセルキャンセル

複数のユーザーデータベースを移動する場合で、それぞれの空の新規データベースを作成ずみ
の場合、他のユーザデータベースを選択して、接続プロパティを更新し､移動を続けることができ
ます。まだ、空のデータベースを作成していない場合は、ここではキャンセルをして、データベー
ス作成後に、Designerに再度ログインします。

ここでは、キャンセルキャンセルキャンセルキャンセル をクリックします。これで、ClearQuest クライアントからログオンできるよう
になります。
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バックアップバックアップバックアップバックアップととととリストアリストアリストアリストア: 詳細手順詳細手順詳細手順詳細手順

�全てのClearQuestユｰザｰがログアウトし、新規ログ
オンができない状態であることを確認

�現行（元）デｰタベｰスのバックアップ

�新規（タｰゲット）ロケーションへリストア

�デｰタベｰス製品

�DB2®

�Oracle

�SQL Server™

次のいくつかのスライドで、２つ目の方法について、見ていきましょう。ベンダから提供されている
ツールでリストアする方法については、すでに知識があることを前提に説明します。ここでの説明
に不明な点がある場合、リストア手順の詳細については、データベース管理者へ確認ください。

DB2の場合、オペレーティングシステムレベルでアクセス認証するという前提のため、新しいオペ
レーティングシステム上で、ClearQuestデータベースのユーザー名が作成されていることを確
認します。リストア後、ClearQuestデータベースに設定されている接続プロパティとユーザー権
限を確認します。

オラクルの場合、インポート後、ClearQuestデータベースのユーザー名に同じロールが設定さ
れていることを確認します。

SQL Server の場合、リストアのための新しいユーザー名を作成後、SQLコマンドを使用して、
ClearQuestスキーマ名を、その新しいユーザ名に更新する必要があります。

次に、ClearQuestの接続プロパティの更新をします。
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接続接続接続接続プロパティプロパティプロパティプロパティのののの更新更新更新更新

現行のデータ
ベースへの
接続を選択

メンテナンスツールにて、現行のデータベースへの接続を選択します。

そして、スキーマリポジトリスキーマリポジトリスキーマリポジトリスキーマリポジトリ ＞＞＞＞ 更新更新更新更新 ＞＞＞＞ 選択選択選択選択したしたしたした接続接続接続接続 を選択します。
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管理者管理者管理者管理者のののの承認承認承認承認

ClearQuestの管理者（スーパーユーザー）のユーザー名とパスワードを入力します。そして、次次次次
へへへへ をクリックします。
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接続接続接続接続プロパティプロパティプロパティプロパティのののの更新完了更新完了更新完了更新完了

ClearQuestは、接続更新の結果のログを出力します。 “スキーマリポジトリは、新しい位置情報
を使用して、正常に更新されました…”. というメッセージが出力され終了します。
完了をクリックするとメンテナンスツールのメイン画面に戻ります｡
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リストアリストアリストアリストアしたしたしたしたユユユユｰーーーザザザザｰーーーデデデデｰーーータベタベタベタベｰーーーススススのののの
接続接続接続接続プロパティプロパティプロパティプロパティをををを更新更新更新更新

次に、ユーザーデータベースの更新が必要です。

同じデータベース接続にて、Designerを開きます。
そして、データベースデータベースデータベースデータベース ＞＞＞＞ [ユーザーデータベースユーザーデータベースユーザーデータベースユーザーデータベースののののプロパティプロパティプロパティプロパティをををを更新更新更新更新] を選択します。
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リストアリストアリストアリストアしたしたしたしたユーザーデータベースユーザーデータベースユーザーデータベースユーザーデータベースをををを選択選択選択選択

リストアした
ユーザー
データベー
スを選択

リストアしたユーザーデータベースを選択します。この例では、スキーマリポジトリに関連した
ユーザーデーターベースは１つです。

そして、プロパティープロパティープロパティープロパティー を選択します。
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接続接続接続接続プロパティプロパティプロパティプロパティをををを入力入力入力入力

新しいユー
ザーデータ
ベースの接
続プロパ
ティを入力

新しいユーザーデータベースの接続プロパティーを入力します。そして、更新更新更新更新をクリックします。

「データベースプロパティは更新されました」のメッセージが表示されます。
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まとめまとめまとめまとめ

�ClearQuestには、データベース移動する 2つの方法

�ClearQuest移動ツール
� サポートされていて推奨される方法

� データベース製品の変更も可能になる利点

�データベース製品のバックアップとリストアユーティリティ

� より効率的だが、詳細が要求される方法

� データベースの管理者知識とスキルが要求される

まとめますと、ClearQuest には、データベース移動する方法が、２つあります。ClearQuestの
移動ツールを使用する方法と、データベース製品のバックアアップ・リストアユーティリティを使用
する方法です。ClearQuestの移動ツールを使用する方法は､サポートされた方法で、より推奨さ
れます｡データベース製品の変更も可能になる利点もあります。先に空のClearQuestデータ
ベース作成が必要となることに注意してください。データベースベンダのバックアアップ・リストア
ユーティリティを使用する方法は、より効率的な場合がありますが、詳細が要求される方法で、
データベースの管理者知識とスキルが要求されます。

いづれの方法でも、新しいデータベースロケーションへ正常に接続することができます。ほとんど
の問題は、データベースが正常にリストアされていない、接続情報が正確でないことが原因とな
ります。それらの問題を解決するには、新しいデータベースの作成やリストアを行ったデータベー
ス管理者に確認してください。
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フィードバックフィードバックフィードバックフィードバック

IBM Education Assistantの向上のためのご意見・ご要望をお送りください。

いただいたご意見・ご要望は今後の参考にさせていただきます。

� このモジュールは参考になりましたでしょうか

� このモジュールによって問題を解決､または疑問にお答えできましたで
しょうか

� 改善のためのご意見をお寄せください

以下をクリックしてeメールを送付ください:
mailto:iea@us.ibm.com?subject=Feedback_about_RCQ_Module1_WWDB_MoveDBs_ja.ppt

IBM Education Assistant の向上のため､お客様のご意見・ご要望をお送りください。いただいた
ご意見・ご要望は今後の参考にさせていただきます。
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